
 1

＜ウェブサイト公開用＞ 

平成２７年度第２回社会福祉審議会児童福祉専門分科会及び  

第１回東大阪市ひとり親家庭自立促進計画懇話会合同会議 議事要旨 

日 時   平成２７年８月２６日（水）  午後３時００分～午後５時００分 

場 所 総合庁舎１８階研修室 

出席者 （社会福祉審議会児童福祉専門分科会委員)  

中川千恵美（会長）、井上寿美、小野剛、塩田清人、藤並マサ子、森田信

司、山田祥隆 

（ひとり親家庭自立促進計画懇話会委員） 

松本均、日比野次子、平宇睦美、南和美、奥田恵美香 

（事務局） 

子どもすこやか部 田村、川西 子ども家庭課 菊地、浅尾、黒田 

子ども子育て室 奥田 施設指導課 三崎 子ども応援課 関谷  

子育て支援課 栗橋 保育室 寺岡、浅井 

議 題 １．第１次東大阪市次世代育成支援行動計画（後期）の平成２６年度事業実

施状況及び第２次東大阪市ひとり親家庭自立促進計画の平成２６年度事

業実施状況について 

２．（仮称）第３次東大阪市ひとり親家庭自立促進計画の策定について 

議事内容 （開会） 

【第１次東大阪市次世代育成支援行動計画（後期）の平成２６年度事業実施

状況及び第２次東大阪市ひとり親家庭自立促進計画の平成２６年度事業実施

状況について】 

○事務局 

・第１次東大阪市次世代育成支援行動計画（後期）の平成２６年度事業実施

状況及び、第２次東大阪市ひとり親家庭自立促進計画の平成２６年度事業実

施状況について説明。 

〇委員 

・トワイライトステイ事業の利用者が０人となっているのはどのような理由

か。 

〇事務局 
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・トワイライトステイ事業が利用しづらいことが原因と思われる。この事業

では保護者が施設へ子どもを送迎することが必要になる。他制度では施設

側が子どもを送迎するものもあるので、同様の仕組みを設けることができ

れば、利用者が増えると思われる。 

〇会長 

 ひとり親家庭の方にとって、利用しやすい制度なのかどうかという点で検

討していく必要がある。 

【（仮称）第３次東大阪市ひとり親家庭自立促進計画の策定について】 

○事務局 

・（仮称）第３次東大阪市ひとり親家庭自立促進計画の策定について説明。

計画の策定にあたって実施するアンケートの内容についてご意見をいただ

きたい。 

〇委員 

・子どもの状況の設問で、「その他就学前児」という文言は一般の方にはわ

かりづらいのではないか。 

〇事務局 

・わかりやすい表現に修正する。 

〇委員 

・世帯状況の設問で、ひとり親家庭であるにもかかわらず、同居者はいない

という状況はありえるのか。 

〇事務局 

・例えば子どもが学校へ通うために、別に住んでいるなどの場合がある。 

〇委員 

・仕事に関する設問で、求人情報を入手する手段にスマートフォンを追加し

たほうがよいのではないか。 

〇事務局 

・選択肢にスマートフォンを追加する。 

〇委員 

・就業状況に関する設問で、働きたくないという表現を修正していただきた

い。 
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〇委員 

・無職か失業中という表現にしてはどうか。 

〇事務局 

・修正を検討する。 

〇委員 

・アンケートを送付する封筒のおもてに、アンケートが入っていることを記

載することで回収率が上がるのではないか。 

〇会長 

・アンケートの封筒のおもてに、ひとり親家庭の方が対象であることを記載

することは、個人情報の点から問題がある。 

〇委員 

・本市内のひとり親家庭の数は把握できないのか。 

〇事務局 

・正確には把握できない。前回の国勢調査の結果を参考にしている。東大阪

市母子寡婦福祉会に関する設問を設けているが、内容はどうか。 

〇委員 

・問題ない。 

〇会長 

・アンケートの最終的な内容については、皆様からいただいた意見をもとに

事務局と私で調整することでよろしいか。 

〇委員 

・異議なし。 

（閉会） 


